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人類活動による水質の変化に関する研究 その 1

室蘭港内外海域の海水の水質

下回信男・石丸幸造

1nfluence of Man's Activity on the Quality of Water (1) 

The water quality of the sea water in the inside and 

the outside of the port of Muroran 

Nobuo Shimoda and Kδzo Ishimaru 

Abstract 

The object of this study is to make data that can predict the order of the water pollution 

of sea water or river water by the industrial effiuents fl.ows when the works is constructed at 

the river side or around the bay. 

In this report， it has been tried to describe the water pollution of sea water by the develop-

ment of industry around the city of Muroran. 

Analyses of sea water from the inside and the outside of the port of Muroran were made 

by collecting samples at 36 points and analyzing for pH， evaporation residua， Cl ， SO~-， Si02， 

COD， Ca2+ and Mg2c 

It is presumed that COD of sea water in this area has increased with the increase of water 

pollution of the port of Muroran. The large valu巴 ofCOD was found in the sea water at 

speci五edpoints in this area. 

It may safely be said that COD is the index for revealing the water pollution of the sea 

water in the inside and the outside of the port of Muroran. 

緒 自

文部省特定研究水文学の中，“人類活動による水質変化に関する研究"の分担研究課題であ

る“工業活動による影響"を研究するにあたってその一段階として室蘭市を中心として工場排

水の室蘭港内外の海域の海水の水質に与える影響を調査し工業活動による水質の変化をあら

わす指標となるような化学成分の選定をおこなうため，室蘭港内外の水域毎の海水の水質の分

析をおこなった。

実験方法

試水の採取はつぎのようにおこなわれ、た。富士製鉄室蘭製鉄所，日本製鋼室蘭製作所，室

蘭製鉄化学，日本石油精製，幡磨耐火練瓦，カネカ冷蔵等の会社からの排水が流入する海域の
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海水と室蘭港内外の海域の海水を採取して分析をおこなった。この調査によってこの海域の潟

水の水質の変化を与える源となる水の水質とそれらの水のひろがり方を知ることができる。調

査は昭和 43 年 10 月と昭和 44 年 6~7 月におこなわれた。採水カ所は第 1 悶に示す。
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第1図 室蘭港内外海域における採ぶ調子空カ所

分析方法は水質の経年変化を央11るために，室蘭港水質綜合調査報告書2)の中に示された方

法によった。採水にはエックマン転倒採水器を，透明度の測定には直花30cmの白色円板を使

用した。 pHは採水後，実験室においてガラス電極 pHメーターによって測定した。

分析結果

昭和 43 年 10 月，昭和 44 年 6~7 月に採水した試水の水質を採水点，採水の日時，水温，

水深とともに第 1および第2表に示す。

考察

昭和 43 年 10 月と昭和 44 年 6~7 月の室蘭港内外海域の海水の水質の水域別の変化につい

て考察し経年変化については続報において述べる。

透明度について

昭和43年 10月には港外(室蘭市地球岬から 1，000m離れた海域)で6.50m，室蘭港南北

(104) 
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l水深|水混 1.. TT 1溶存 1*全蒸発 1:溶解性 1Ca2十 1M立川 Cl- Ism-I 比免JK，~.!2~4
採水点・日・時間|作目、|ハ皿 1pH 1酸素 1残 澄|蒸発歳出 1.LV.l.5 11 '-.-'.l I l. ... 

n J
4 トケイ劇消費量

(時:分)1(m) 1 CC) 1 1 (ccjs) 1 (gjs) 1 (g(s) 1 (gjs) 1 (gjs) 1 (%0) 1 (gjs) 1 (ppm) 1 (ppm) 

13.0 8.12 6.90 34.686 33.901 0.379 1.24 17.82 2.53 1.05 5.94 

12.0 8.28 6.93 34.392 34.033 0.391 1.24 18.00 2.48 1.13 7.02 

12 12.0 7.92 6目31 35.995 34.968 0.407 1.29 18.86 2.65 2.34 5.31 

24.18.15: 55 。13.2 7.84 5.55 32.938 31.709 0.368 1.18 17.06 2.42 2.10 7.02 
1.2 11.5 8.06 9.10 34.055 34.049 0.384 1.20 17.20 2.30 2.02 6.70 

27.18・16:25 

6.13 

7.96 

31.371 0.363 1.15 2.67 6.00 

33.588 0.384 1.22 I 17.83 2.55 1.05 7.77 

34.426 0.384 1.27 I 18.15 2.62 1.37 5.94 

0.313 2.00 5.49 7.00 

0.372 1.17 i 16.65 2.38 3.31 7.02 

0.384 1.27 17目74 2.56 1.78 7.90 

36.029 35.514 0.391 1.28 18.27 2.62 0.57 5.50 

35.958 34.917 0.399 1.30 18.53 2.66 1.62 5.50 

38.959 34.705 0.419 1.28 18.40 2.77 10.42 7.20 

34.787 34.038 0.376 1.24 I 17.95 2.63 1.13 7.77 

6.18 35.790 34.229 0.391 1.29 18.33 2.66 1.29 6.89 

5.59 36.926 34.666 0.396 1.30 18.75 2.64 1.21 5.50 

5.48 36.446 35.603 0.399 1.30 18.46 2.73 2.02 5.31 

28.18.16: 42 
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30・19・9:15 I 0 

日日目……山一……
心山一山町一昨

制

札

一

期

湖

町

湖

飢

川
叩
一
川
辺
一

34.578 

8.60 

1.27 I 18.15 Q
u
n
w
J

り
ム

つω
Q

U

A

U

•• 1
ム

ハ

り

つ

白

Q
U
Q
U

つμ

戸

U

F

O
門

i

••• つ
白
つ
ハ
ω

っ“

5.94 

13.46 

35.003 :;;l:::121:: 6.76 10.30 

(107) 



108 F田信男・石丸幸造

l l i|吋M向Cl I SO ケイ酸消費量
(ル) I (g/s) I (ppm) I (ppm) 

18.55 ベ1川6.57
18.68 2.70 I 2.18 I 7.52 

36・19・10:25 I 0 i 11.0 I 8.03 I 6.76 I 34.936 I 34.376 0.384 1.27 18.20 2.60 1.13 6.45 

35.963 0.391 1.28 18.35 2.67 1.13 6.26 

35.263 0.407 1.29 18.58 2.67 1.29 5.50 

36.539 0.398 1.30 18.55 2.63 1.86 5.90 

37・叫社35I 0 I 13.0 I 8.08 6.62 35.583 34.070 

8.02 6.02 35.673 34.000 

6.49 35.501 33.430 0.395 1.28 18.01 2.54 1.13 6.26 

12.5 I 8.00 6.38 35.452 34.268 0.396 1.26 18.25 2.70 1.13 9.23 

8.10 5.42 36.010 34.825 0.402 1.29 18.35 2.62 1.37 10.43 

第2表 室蘭港内外の海域の海水の水質(昭和44年 6-7月)

??:ECU日野!帯lぷ直iiU珪瀧
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5・23・14:03 

0.365 I 1.28 

0.363 1.22 

0.367 1.29 

0.391 1.30 

8.29 34.579 34.423 0.379 1.26 

8.18 34.648 35.209 0.395 1.27 

7.34 36.857 36目170 0.441 1.25 

8.22 34.196 33.983 0.434 

8.10 35.161 34.549 0.387 1.27 

1.24 I 

11.0 I 8.02 I 35.333 35.025 I 0.387 1.28 

9.5 i 7.50 I 35.365 1.30 

(108) 

6・23・13:55 

17.72 2.551 0位 I 7.73 

0

0

1

6

9

9

一
1

5

5

0

5

5

5

3

一
0

1

6

一
斗

7

4

4

7

9

9

9

一
ロ

8

げ
一

9

U

8

H

M

9

6

3

一
4

2

3

一
4

9

4

5

3

0
J
Q
U

ヴ
d

一
P

O

Q

U

ウ

i
-
p
h
U

ハリ

ρhり

FU

ヴ

d

A
U

凡
リ
つ
リ
一
ハ
リ
ハ
リ

Q
U

一

A
U
-
-

ハ
リ
ハ
リ

FU

一

一

1
1
A

4

7

6

一3
8

8

一
4

6

2

5

2

4

5

6

5

5

7

一

5

5

6

5

9

ワ
ω

つ
M

ワ

ム

ワ

μ

つ
ω

ワ

】

一

り

ん

ワ

白

ワ

ω

つ
ω

つ白

A

ウ
t

A

u

t

-

A

り

つ

μ

Q

u

q

ο

内リ

AA

ハリ

1
よ

れ
U

Q

U

り

ο
一

民

U

Q

U

Q

U

民
u

o

J

っけ

m
d

ハV

7

1

8

一
7

7

7

7

7

1

n

L

o

a

--ム

1
よ

1

i

1

よ

1

i

t

-

-

i

1

よ

1

1

A

1

i

1

i



人類活動による水質の変化に関する研究 その 1

1 -，<-相 11<-担 1*全蒸発 1*溶解性|
採水点・日・時間|小町|小皿 1 pH 1残 澄|蒸発残澄|

(時:分)1 (m) 1 (OC) 1 1 (gj/J) 1 (gj/J) 
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*全蒸発 k溶解性 比色 KMn04 
採水点・日・時間I水深 水温 !pEI 残 i澄蒸発残澄 Ca i Mg 1 Cl I SO~ ヶイ酸 消費量

(時分)~) 1 ec) i ~ (gjsi 馴 (gfd)!wd)l 側同 (ppm)I (ppm) 
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山 ?rmlr巾r;-r宗主i;酔I(コ)I(~~ 1 
35'.23・15:20 12 13.0 8.19 35.859 

沼田410岨 11ml
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18 12.0 8.14 36.528 35.626 I 0.403 i 1.30 17.90 2.83 0.55 8.77 
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第3表 室蘭港内外海域の海水の透明度

山門気温(天気 考 l採水点・時刻 気温!天気l-備 考
CC) (cm) (OC) 1 1 (cm) 

1・13:32 19.0 小雨 140 岸から 3m 22.11: 58 19β|晴 210 岸から 150m 

2・13:38 26.0 墨 171 " 1.5 23・12:07 20.0 1 " 1 245 " 100 
3・13・40 20.0 小雨 140 24・13:23 26.0 I " ! 170 " 3 
4・13:45 28.0 情 178 長ちから 50 m 11 24'.13: 25 25.0 i " 1 178 " 50 

5・14:02 28.0 " ! 152 " 100 li 25・13:30 25.0 " 170 " 10 
6・13・55 28.0 " 197 " 10 26・13:38 23.0 " 200 " 3 
7・14:10 190 " 170 27・15:20 20.0 " 50 " 5 
8・14:19 29.0 I " 196 " 10 27'.15: 12 19.0 " 195 
9・14:35 29.0 " 188 " 100 28・15:30 26.0 " 28 
9' .14: 25 23.0 " 150 28' .15: 23 23.0 " 136 
10・14:55 26.5 " I 178 " 5 29.13: 48 …"お7

昭和43年調査 171cm 

11・15:03 23.5 " 140 " 6 29' .14: 00 19.0 1" 178 
12・15:12 25.0 " 137 " 6 30・14:15 18.0 " 188 昭和43年調査 314cm 
13・15:30 29.5 " 145 " 6 31・14:10 28.5 曇 400 
14・15:40 28.5 " 56 " 6 32・14:20 1 25.0 1"  400 
15・15:46 28.0 " 46 " 6 33.14:30 I 24.0 i " 1 240 I 
16・15:55 23.0 " 150 " 1 
17・11:05 22.0 " 112 " 5 11 ~~.1~: 00 =:.~ " 300 
18・11:12 23.0 " 126 I " 100 
19・11:20 " 

d 戸 36・15: 43 1 23.0 I " i 500 

20・11:35 19.5 I " I 108 " 10 37・15・56i 2βo I " i 240 

20'.11・46 " 
U 戸

11 38.16: 10 i 25.0 I " 
21.11: 52 17.0 1 " 1 27 " 5 
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防波堤の中間海上で3.14m，港中央(採水点29付近)で1.71m，中央埠頭(奥の方)で1.23m 

であった。昭和44年 6-7月の調査結果を第3表に示したが，港内ではほとんどの水域で2m

前後以下である。とくに，市の下水道と工場排水の混合する採水点14，15付近の水域では 1m

以下である。内防波堤を出ると 3m内外となり，外防波堤の付近の水路の中央は5mくらいの

カ所もあった。採水点毎の透明度の変化を第2図に示す。
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第 2図

東京湾の透明度について“海上汚渇防止の調査報告書"3)につぎのように述べられている。

“透明度は外洋の清澄な海域ほど高くて，日本沿岸では大体， 12.3mから 20m内外になるが，

内湾においては低く 10m以下，とくに大都市沿岸では 1m以下になることが多い。円ところで

水中の浮遊懸潟微粒体にも無機物質，有機物質などの無生物体の他にプランクトンのような生

物体があるが透明度として表現する場合にはこれらをひっくるめた全微粒体の多寡がわかるだ

けとして良かろう。

冬春の候には， 湾奥の六郷川以北に 1m以下の極めて低い区域があるが， 大半は 2-4m

の区域で7m以 f'の高めのところは湾口部の小i範囲にすぎない。

初夏の候には， 1m以下の極低区域がひろがり， また湾口部まで3-4mとなって，全体

として透明度が低下する。
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第 3図 室開港内外海域の海水の過マンガン酸カりウム消費量(1昭和 43年 10月)
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盛夏の候には極低区域はさらに広範囲にひろがり， また湾全体がほとんど 2m以下にな

り，湾口まで低くなる。

晩秋の候には， 海水が清澄になり， 湾口部では 7m内外に恢復L，湾内でも 1m以下の

極低域は消失している。

以ト‘の事柄を室蘭港についてみると，第3表に示した室蘭港内外海域の透明度と東京湾の

初夏における透明度は類似していると思われる。室蘭港外地球岬沖 1，000mの海上での透明度

が 6.50mであることは日本沿岸の透明度 12.3-20m と比較すると低すぎるように思われる。

今後，さらに調査をすすめる予定である。

過マンガン酸カリウム消費量について

分析結果の第 1と第2の表が示すように，採水点に水質のいちじるしく変動するのは過マ

ンガン酸カリウム消費量である。室蘭港内外海域の海水の過マンガン酸カリウム消費量の値の

大きさを円形をもちいてJ也図上にボしたものが第 3/:%/と第4/;;;/である。表層水と中間関の水に

ついてのfu立を示してあり， ド層水は!氏質をふくむおそれがあるので記入されていない。

過マンガン酸カリウム消費量の値は港内において局所的に大きい値を加すカ所があるが，

港中央から防波堤入口を経て大黒島付近に達すると，この値は小さくなる。今回の分析結果を

昭和 33-36年の分析結果と比較すると海水の過マンガン酸消費量の大きい値を示す海域は次

第に港外にひろがりつつあることも推察される。第 1および第2表において，本海域の海水の

過マンガン酸カリウム消費量の噌加が塩素イオンの減少をともなう場合と，あまり変化をとも

なわない場合とがあるのはラ工業用水として淡水と海水がもちいられていることによると思わ

れる。

室蘭港内の海水の過マンガン円安カリウム消費量と東京湾3).4)のそれと比較すると， 前者の

値は後者の初夏の候の値 1年仁1:1を通じて最高の値を示すときーと近似している。 詳細は続

報5)に述べる。

木研究さと行なうにあたり!凋査，採水に御力添えいただいた室蘭市役所の方々に深く感謝

する。 (昭和45年5月20日受理)
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